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新 年 に 誓 う 会 《1/8》

６時間目に「新年に誓
う会」を行いました。
生徒は、２学期の国語

の時間を使って、それぞ
れ、「誓いの言葉」「一年
の目標」を表す言葉を書
き上げました。また、そ
の言葉に込めた意味を伝
えようと、発表の練習も
しっかり行い、会に臨み
ました。職員も冬休みを
利用して作成しました。
それぞれの誓いの言葉

からは、新たな自分への
挑戦や、進学・進級に向
けての決意など、今年に
かける意気込みの強さを
感じることができまし
た。生徒一人一人の人柄
がよく表れた、個性あふ
れる作品・発表でした。
当日は、多くの保護者

の方にもご参観いただき
ました。
本当にあ
りがとう
ございま
した。

“ 科 学 は 山 登 り だ ”
２年担任 権 田 直 也

「科学は山登りだ。最初は意味が分からず登っていても、景色がパーっと開けてくると自然と上か
ら景色を見たくなるものだ」
これは、私が大学生時代に教授から聞いた言葉です。この言葉を聞くまでは、勉強をするたびに

「これは何が楽しいのだろう」「何のためにやっているのか」などマイナスなことを考えていました。
あるとき、大学の授業で雨粒の落ちる速さを計算で求めるということをしました。実際に自然界の現

象を式で表せたときに、自分の生活と学習がつながり、今までにない面白さを感じました。それは私
にとって景色が開けた瞬間でした。そこから理科に興味をもってさらに学びたいと思うようになりまし
た。
これは理科に限らず他の教科、さらに人生においても同じだと私は思います。今は意味が分から

なかったり、先が見えずつらかったりしていることでも、続けるうちに楽しさややりがいに気づくことが
あるのではないでしょうか。そして、さらに上を目指したい、あるいは違う景色も見てみたいと感じられ
れば、自分から動き出せると思います。山登りの道中、素晴らしいと感じる景色は人それぞれ違うよう
に、勉強や人生でも、楽しい、面白いと感じるポイントは一人一人異なると思います。私は理科教師
として、生徒一人一人が自分の足で理科という山を登り、素晴らしい景色を見つけられるように案内
していきたいと思います。



２ 月 の 予 定
日 曜 行 事 等 の 予 定
１ 金 教育相談週間

最終下校17:00
２ 土
３ 日
４ 月 朝会 身体測定 Ｂ日程
５ 火 私立高校･専修学校一般入試 Ｂ日程
６ 水 私立高校･専修学校一般入試 １，２年学年末テスト週間
７ 木 私立高校･専修学校一般入試 Ｂ日程 委員会
８ 金 非常食体験 Ｂ日程４時間授業
９ 土
10 日
11 月 建国記念の日
12 火 Ｂ日程
13 水 １，２年学年末テスト

３年保育所訪問
14 木 １，２年学年末テスト

３年愛校作業
15 金 １，２年学年末テスト

生徒議会
16 土
17 日
18 月 朝会
19 火 ３年「島ごはん」
20 水 ＨＡ 公立高校推薦出願
21 木 Ｂ日程 生徒総会 公立高校一般出願
22 金
23 土
24 日
25 月 朝会 ⑤⑥送る会準備
26 火 卒業生を送る会
27 水 ３年お祝い給食
28 木

３ 月 の 主 な 行 事

１日(金) 卒業式合同練習
４日(月) 卒業式総合練習、式準備
５日(火) 卒業式
７日(木) 公立高校Ａ日程入試（学力検査）
８日(金) 公立高校Ａ日程入試（面接・特別検査）

１年職場見学
１１日(月) 公立高校Ｂ日程入試（学力検査）
１２日(火) 公立高校Ｂ日程入試（面接・特別検査）

島っ子クリーン活動
授業参観 ２年進路学習会

１３日(水) 教科コンクール ＨＡ
１４日(木) 前期生徒会役員選挙
１９日(火) 公立高校入試合格発表
２２日(金) 修了式 生徒会役員任命式

卒業を迎えるまでの日々 ～２月～
３年生の卒業が近づいてきました。中学校は、今年

度は３月5日（火）が卒業式ですので、あと１か月余りの

中学校生活です。例年、２月には卒業に向けての行事

が行われます。

３年生は、保育所訪問(13日)や愛校作業(14日)で、

自分自身の成長を感じたり、さまざまな方々への感謝

の気持ちを改めて思い返したりします。

「島ごはん」(19日)では、観光協会や漁

協のご協力で島ならではの食材を準備し

ていただき、これまで生きてきた島の自然

の豊かさ、人々の温かさを改めて振り返ります。

そして、卒業生を送る会(26日)では、１,２年生から心

のこもった出し物が贈られます。

卒業生一人一人のこれからの人生を思い合う行事

の数々に向け、準備が進んでいます。

「小中連携教育」
校長 鈴 木 康 弘

１月２３日（水）、中学校の体育館で、小学生

に和太鼓の打ち方を教える１・２年生の姿があ

りました。翌２４日（木）には、小学校の教室

で、小学６年生に中学校での生活について英語

でプレゼンする１年生の姿がありました。日間

賀小・中学校では、小学生と中学生が一緒に学

ぶ機会が多くあります。これらの活動以外にも、

島民体育祭や島っ子クリーン活動などなど。

また、本校の英語教員が小学校で英語の授業

を行うこともあります。３月には、小学６年生

が本校の部活動を体験する取組も計画されてい

ます。さらには、小学校と中学校の職員が、年

に数回一堂に会して授業の進め方や各種行事の

取組について話し合う会議を開催しています。

文部科学省は、「小・中学校が互いに情報交

換や交流を行うことを通じて、小学校教育から

中学校教育への円滑な接続を目指す様々な教育

活動」を「小中連携教育」と定義しています。

本校では、日間賀小学校とともに、「小中連携

教育」の推進に努めています。小・中学校９年

間で育てたい子どもの姿を共有し、カリキュラ

ムを整備しています。さらに、授業での約束事

を「１０の約束」としてすべての子どもに示す

などの取組も行っています。このような取組に

よって、日間賀の子どもたちが小・中学校で安

心して学ぶことができると考えています。

これからも、すべての日間賀の子どもたちの

幸せのため、日間賀小学校とともに、「小中連

携教育」の充実に努めていきたいと思います。


